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第４ 近年急速に進行している海岸侵食 

近年、全国各地で海岸侵食が生じ、かけがえのない国土が失われてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後予想される侵食量（１６０ha／年を想定）砂礫海岸における侵食速度の変化 

※出典：田中茂信、小荒井衛、深沢満(1993)：地形図の比較による全国の海岸線変化，海岸工学論文集 第 40 巻(1993) 

【対策が急がれる侵食海岸】 

竹竹鼻鼻海海岸岸（（新新潟潟県県上上越越市市））  

※国土交通省河川局調査（１９９３年）による 
１９７８年の国土地理院発行の地形図と１９９１年の国土地理院

整備の海岸情報数値データを比較し、年毎の侵食速度を算出 
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侵食による浜崖の形成

浜浜松松篠篠原原海海岸岸（（静静岡岡県県浜浜松松市市））  

JR被災状況 

海岸侵食による被災事例
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平成１５年撮影
昭和５３年撮影

昭和５３年撮影

（新潟県村上市）
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